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1 はじめに

人は日常的に行われるコミュニケーションにおいて、
非言語的な情報を声・身振り・表情と Iった複数の様相
(モダリティ)を用いて伝達している。しかし、近年で
は電子メールの普及によって文字による単一のモダリ
ティに頼ったコミュニケーションを行う機会が多くなっ
た。文字のみを用いたコミュニケーションでは感情伝
達が困難である [1]。そこで、様々なモダリティを用い
たコミュニケーションメディアが感情伝達を目的とし
て開発されている。しかし、それらの多くは使用する
モダリティを選定するにあたって、どのモダリティを
用いるのが目的に対して適切であるかと言うことは考
慮されていない事が多い。
本研究の目的は、各モダリティーがどのような感情
をどの程度伝達する事が出来るのか、また複数のモダ
リティーを用いた時に単一の場合と比べてどのような
変化が現れるかと言う相互作用を実験にに基づいて明
らかにする事でメディア開発の際の一つの指針を示す
事である。

2 マルチモーダルコミュニケーション

マルチモーダルコミュニケーションとは、文字によ
る言語的情報に頼ったコミュニケーションに対し、声・
身振り・表情と Iった様々なモダリティを使って非言語
的な情報を用いるコミュニケーションである。通常の対
面コミュニケーションは非言語的情報を用いた全感覚
的な物であり [1]、非言語的情報を伝達するマルチモー
ダルコミュニケーションの研究は盛んに行われている。
そして、特に計算機で扱いやすい音と画像を用いたメ
ディアの研究は数多く行われており成果を挙げている。
研究例は大きく別けて二種類あり、モダリティそのも
のの性質を解明する研究と、モダリティを複数用いた
メディアの開発とが存在する。そして、本研究は前者
にあたる。
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3 既存研究

佐藤・森島らはドラマから抽出した音声に対して被
験者が抱く印象を、SD法によるアンケートと因子分析
によって調査する実験を行った [2]。実験の結果、音声
に含まれる感情を表す因子が 2つ抽出された。１つ目
は声の「大きさ」「強さ」などを表す因子であり、2つ
目は「親しみやすい」「感じの良い」と言った感情的な
良さを表す因子である。そして前者を「活性化」の因
子と名付け、後者を「快-不快」の因子と定義した。本
研究における実験はこの研究における手法を元にして
行う。

4 SD法と因子分析
SD法 (Semantic Deferential 法)と言うのは、心理

学や教育の分野で用いられる、イメージを定量的に表
す為のアンケート手法である。アンケートでは図のよ
うな逆の意味を持つ形容詞対による尺度を複数用いて
評定を行う。そして、評定結果が持つ尺度間の相関を
求めることで複数尺度を内包する潜在的な因子を小数
抽出し、それを元に対象を明らかにする。[3]
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図 1: SD法による評定形式の一例

5 実験概要
本研究では以下のような検証実験を行う。

1 喜び、怒り、悲しみ、の感情を含む動画像を準備
する

2 動画像から音声のみ、表情のみ、身振りのみ、を
抽出し、それらを組み合わせたものを作成する

3 作成したデータを被験者に提示してアンケート (SD
法)を実施する

4 アンケート結果を統計的に分析して (因子分析)考
察する

過程 1は、９割の人が同一の感情を認識できた動画を
その感情を表す動画であると定義して行った。そして、
それぞれの動画が何の感情を表しているかを調査する
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アンケートを予備実験として行った。予備実験と検証
実験の被験者は重複することが無いように配慮した。
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図 2: 実験概要

6 予備実験
6.1 動画の選定

実験に用いる為の、感情表現を含む動画を複数用意
した。その際に以下の点について考慮した。

• 複数の人間が写っているような、誰が感情表現を
行っているか分からないものは避ける

• BGMが流れているものは避ける

• 表情と身振りが見えて、黙っていないものを選ぶ

6.2 アンケート

被験者に動画を提示し以下のようなアンケートを行っ
た「この動画で行われている感情表現は怒っている・喜
んでいる・悲しんでいる、のうちのどれにあたります
か?どれでもない・わからないと思われる物はその他・
わからないと答えて下さい」

6.3 結果

3つの感情に対してそれぞれ 8つ、合計 24個の動画
を選定した。

7 検証実験
7.1 モダリティの抽出

各モダリティを以下のように定義し、3つのモダリ
ティとそれらを組み合わせたものを抽出した。

• 音声：動画から画像を取り除いたもの
• 身振り：顔にモザイクをかけて音を消した動画
• 表情：顔の部分だけを切り抜き音を消した動画
• 音声+身振り：身振りに音声を加えたもの

• 音声+表情：表情に音声を加えたもの

• 身振り+表情：動画から音を消したもの

• 音声+身振り+表情：未処理である元の動画

これらの 7 通りのモダリティを 24 個の動画から抽出
し、計 168個の音および動画データを得た。

7.2 形容詞対の選定

アンケートの為の評価尺度として形容詞対を選定す
る必要がある。実験に用いる動画を見ながら 4人で形
容詞を言い合い、そこから重複するもの、適切な形容
詞対が作れないものを排除し、15形容詞対を選定した。

7.3 アンケート

抽出したモダリティをランダムな順序で被験者に提
示し SD法によるアンケートを行った。168個全てを一
人で評価する事は被験者にとって大きな負担となる為、
一人あたり数個ずつ分割して行った。また、同じ動画
から抽出したモダリティを一人に対して複数提示しな
いように配慮した。

7.4 統計処理

全てのモダリティを用いた動画 (元の動画)によるア
ンケート結果から因子分析により因子を抽出し、その
因子を軸とした座標空間内で各モダリティの特性を分
析・比較した。

8 結果・考察

因子分析の結果、既存研究と同様に動的特性と価値
的特性を表すであろうと思われる因子が観測された。
現在、因子の特性をより明確化するためにより多くの
アンケートを行っている。現在までに得られたデータ
による因子とモダリティとの間には以下のような傾向
が見られた。

• 音声では、価値的特性も動的特性も柔軟な強弱を
伴って豊かに伝わる

• 表情では、価値的特性も動的特性も全く伝わらな
いか極端に伝わる

• 身振りでは、価値的な特性があまり伝わらないが
動的な特性は伝わる
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